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9日定例市議!I

9
月
定
例
市
議
会
は
、

9
月
刊
は
白
か
ら
お
日
ま
で
の
叩
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
予
算
関
係

4
件
、
条
例
関
係

3
件
、
決
算
の
認
定

2
件
、
陳

情
叩
件
、
人
事
案
件

1
件
、
そ
の
他

2
件
が
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
の
説
明
要
旨

時
代
の
潮
流
や
複
雑
・
多
様
化
す

る
行
政
ニ

l
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

活
力
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
い

か
に
進
め
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

行
財
政
能
力
及
び
体
質
の
強
化
と

公
正
で
透
明
な
運
営
に
努
め
、
実
践

的
な
取
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
参
加
を
得
な
が
ら
、
魅
力
と

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
c

つ
く
り
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
安
全
で
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
最
善
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

121世紀を夢と希望に満ちた社会として
次の世代へと引き継いでいくため、市民
と行政が連携してまちづくりを進めるこ
とが重要である。」と説明する桝田市長
( 9月12日本会議)

補
正
予
算
の
概
要

老
朽
化
の
著
し
い
蔵
川
「
満
屋
敷

集
会
所
」
、
喜
多
山

「立
山
集
会
所
」

の
修
繕
の
ほ
か
、
県
道
改
良
に
伴
う

用
地
買
収
に
よ
り
、
平
野
連
絡
所
駐

車
場
等
が
不
足
す
る
た
め
隣
接
地
購

入
・
造
成
経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改
修

し
、
児
童
館
を
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
介
護
保
険
・
老
人
福
祉
事
業
計

画
の
見
直
し
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

(
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
市

民
二
千
人
を
対
象
)
を
実
施
す
る
た

-、

rg月補正予算 1
)内は対前年同期比

一般会計2億1，141万円(4.1%減)

特別会計 463万円(2.5%増)

企業会計 3，500万円(5.6%増)

合計2億5，104万円

め
の
経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
林
業
及
び
商
工
業
の

振
興
、
道
路
網
の
整
備
や
が
け
崩
れ

防
災
対
策
、
地
域
消
防
体
制
の
整
備

充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
通
信
衛
星
を
活
用

し
た
教
育
の
振
興
、
六
月
梅
雨
前
線

豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
経
費
な
ど
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
九
月
補
正
予
算
額

(
右
表
)
を
加
え
た
本
年
度
の

一
般

会
計
予
算
総
額
は
、
百
六
十
二
億
七

千
六
百
七
十
三
万
六
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人

事

案

件

人
事
案
件
で
承
認
さ
れ
た
人
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
井
上
和
子

(
稲
積
)

r '_ 

くヌわけて〉

国告自
O大洲市老人保健福祉計画見直しに係るアンケート費

島郡水自由自
021世紀型農業産地育成事業費
0フレッシュファーマー支援事業費補助金
O高速自動車道周辺整備対策事業費
0肱川流域水源林整備担い手育成基金事業負担金

固 Z 毘
O大掛|城樹木整備委託料
0大洲城天守閣御用木お披露目式経費

44万円

2 

786万円
450万円
2，020万円
478万円

市民の皆さんとともに魅力あるまちづくりを進めます
舘防自 11 飽窃自

O消防施設整備事業費追加(防火水槽設置工事費補助金ほか) 620万円 110平野連絡所駐車場用地
| 整備事業 1，270万円部冒毘 11 

0教育情報衛星通信設備整備事業費 60万円
0小学校教育用コンピュータ使用料追加 620万円
(大洲、平、南久米、柳沢、三善、粟津の6小学校、計102台分)

鈴自包固毘
O現年補助公共土木施設災害復旧費 3，564万円
( 6 月 18~20日梅雨前線豪雨災害復旧・イワヤ東峰線ほか10路線)

出家自
O生活道路網の整備 1，900万円
(市単独道路改良事業費追加、
市道維持管理費追加)
0富士山公園案内標識設置
等工事費 250万円

く二えl~なります〉

〈、

600万円
25万円

9月定例市議会での議決事項など、詳しくは「おおず市議会だよりぬ33Jをご覧ください。
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市民の皆さんに大洲市職員の給与・定員管理等の実態を正しく理解していただくため、

平成13年4月1日現在における大洲市職員の給与 ・定員管理等の状況を、次のとおりお知ら
せします。

(5)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
(平成13年4月1日現在)

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 267，800円 314，4∞円 366，136円

一般行政職

高校卒 206，000円 270，5∞円 314，400円

高校卒

妓能労務職

中学卒 170，2∞円 194，800円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、

採用後の年数です。

(6) 一般行政職の級別職員数の状況 (平成13年4月1日現在)

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 B級 9級 計

標準的な 主事 下級 上級
主査 係長

専門 課長
課長 部長

職務内容 f雨 主事 主事 員 補佐

人5 5人6 1人0 1人1 5人0 2人6 
人 人 人6 人職員数 43 30 237 

% % % % % % % % % % 
構成比 2.1 23.6 4.2 4.6 21.1 11.0 18.2 12.7 2.5 100 

1年前の % % % % % % % % % % 

参 構成比
2.5 25.5 3.4 4.6 20.9 10.9 17.2 12.1 2.9 100 

考 5年前の % % % % % % % % % 9も

構成比
7.2 20.9 2.4 12.3 26.9 9.9 10.2 8.1 2.1 100 

(注) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務で

す。

(7)昇給期間短縮の状況

内

区 分 合計
一般 技能

行政職 労務職

職 員 数 A 603人 331人 57人

11年度
普通昇給期間(l2~24月)を

日人 0人 0人
短縮して昇給した職員数B

比 率 B/A 0.0% 0.0% 0.0% 

職 員 数 A 607人 239人 54人|

12年度
普通昇給期間(12~24月)を

0人 日人 0人
短縮して昇給した職員数B

比 率 B/A 0.0% 0.0% 0.0% 

(1 ) 人件費の状況(普通会計決算)

住民基本台帳 人件費率
(参考)

区分 歳出額A 実質収支 人件費B 11年度
人口(13.3.31) (B/A) 

人件費率

12年度 39目039人 175j意1，085万円 7億1，023万円 32億8，831万円 18.8% 20.4% 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

給 与 費

職員数
区分
A 

給 料 職員手当
期 末

計 B
勤勉手当

13年度 395人 141.意2，533万円 2億971万円 B億1，565万円 辺億5目069万円

(注) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、9月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況 (平成13年4月1日現在)

1人当たり
給与費
(B/A) 

570万円

一 般行政職 技能労務職

区分

平均 平均
平均年齢
平均 平 均

平均年齢
給料月額 給与月額 給料月額 給与月額

大洲市 314，979円 381，826円 38.8歳 267，330円 285，518円 41.8歳

国 328，758円 40.2歳 282，529円 48.7歳

(4 ) 職員の初任給の状況 (平成13年4月l日現在)

大 洲 市 国

区 分

初任給
採用 2年

初任 給
採用 2年

経過日給料額 経過日給料額

一般 大学卒 174，4∞円 188，900円 174，4∞円 188，900円

行政職 高校卒 141，9∞円 151，800円 141，900円 151，8∞円

(注)初任給は、 試験の結果に基づいて採用された場合の額です。



時間外勤務手当

年度 支給総額 職員1人当たり支給年額

11年度 7，895万円 131，000円

12年度 9，482万円 156，000円

区分 内 g ヨr 国の制度 国の制度と
との異同 異なる内容

配偶者16，000円、扶養親族2人目

まで6，000円、その他3，000円、配

扶養 偶者のない職員の扶養親族1人目

11，000円、扶養親族でない配偶者 同

手当
を有する職員の扶養親族 1人目

6，500円。一定の年齢の扶養親族

1人につき5，000円を加算。

持家居住者に

借家居住者一家賃と12，000円の差
ついて、国が
1，000円 (取

住居 額が11，000円に達するまでその差 得後5年以内

額を支給(支給限度額27，000円)
豆 は2，500円)

手当
に対し、年数

持家居住者一3，500円
にかかわらす
3，5∞円を支
給

通勤距離片道2km以上 交通用具利用
通勤 交通機関利用・・・・・・運賃相当額 者について

交通用具利用・・・・・・運賃相当額の
異 は、国の定額

手当 方式に対し定

約65%
率方式を採用

同部門別職員数の状況と主な増減理由

(平成13年4月1日現在)

~ 
職員数 対前年

主な増減理由
H12 H13 増減数

議会 5 5 

総務 59 54 ム 5 地方拠点都市対策業務の部門換

税務 20 20 
般 民生 154 147 ム 7 介護保険業務の部門換

tヲ 衛生 18 17 ム 1 欠員不補充

政 労働 。 。
昔日 農水 29 29 

門 商工 10 10 

土 木 34 38 4 地方拠点都市対策業務の部門換

小計 329 320 ム 9

特行別政部門
教育 77 74 ム 3 欠員不補充

小計 77 74 ム 3

病院 174 174 
ム~i三h 
水 道 11 11 

営言十

長部
下水道 7 7 

等門
その他 10 15 5 介護保険業務の部門換

小計 202 207 5 

4E3コ‘ 計 608 601 ム 7
」ー

(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

休戦者 目派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

広報おおず 2001 11月号

(8) 特別職の報酬等の状況 (平成13年4月1日現在)

区分 給料、報酬等の月額 期末手当

市長 960，000円

(12年度支給割合)

助役 745，000円

6月 1.45月分

収入役 652，000円

12月 1目6月分

議長 480，000円

3月 0.55月分

副議長 390，000円

言十 3.6月分

議員 357，000円

(9) 職員手当の状況

区 分 大 ;州 市 国

12年度支給割合 12年度支給割合

期末手当 勤勉手当

大洲市期末手当 6月期 1.45月分 0.6月分

12月期 1.6月分 0.55月分
勤勉手当

3月期 0.55月分 固と

計 3.6月分 1.15月分
同じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置

(支給率) 自己都合 勧奨 ・定年
大洲市

勤続20年 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分
固と

退職手当
勤続35年 47.5月分 62.7月分

同じ
最高限度額 60.0月分 62.7月分

(13年3月 その他の加算措置定年前早期退職特別措置

31白現在)
退職時

(2%-20%加算)

勧奨退職

特別昇給 2号給

1人当たり 自己都合 勧奨 ・定年

平均支給額 309万円 2，410万円

(注)退職手当の l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る

職員に支給された平均額です。

区 分 全 職 種
， 

職員全体に占める手
34.9% 

当支給職員の割合

支給対象職員1人当
58，852円

たり平均支給年額

特殊勤務

手当の穫類(手当数) 22 
手 当

(12年度) 支給額の多 研究手当(医療)、知的障害者

代表的 (児)施設勤務手当、老人ホー

い手当 ム勤務手当、税務職手当

な手当

の名称
多くの職員 現場監督手当、税務職手当、

に支給され 知的障害者(児)施設勤務手

ている手当 当、老人ホーム勤務手当

4 
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④ 定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の内訳

O一般行政部門 (平成13年4月1日現在)

1¥ 区分 日年 11 年 12 年 13 年 9-13年 手法(事由)の計画前 3年目 4年目 5年目 計 概 要

減員 ~ (減員理由)

議増員 ~ 
d2a2h ζ 差引 ~ (増員理由)

職員 5 5 5 5 5 

減員 ~ 2 6 10 (減員理由)

総 増員 ~ B 棚揃喜信翻皆様

務 差引 ~ ム2 ム1 ム5 ム2 (増員理由)

職員 56 60 59 54 54 地班点都市閏鯨語増

j成員~ c;，成員理由)

税 増員~ 
務 差引~ (増員理由)

職員 20 20 20 20 20 

減員~ 3 7 (減員理由)

農 僧員~ 4 6 退職聡員不補充等

コk 差引 ~ ム1 ム1 (増員理由)

職員 30 30 29 29 29 林業関係業務僧等

減員 ~ (減員理由)

商 指員 ~ 2 3 

工 差引 ~ 2 3 (増員理由)

職員 7 10 10 10 10 まちづくり関晦業務増

減員 ~ 2 B (減員理由)

土 噌員 ~ 2 5 7 欠員不補充等

木 差引 ~ ム2 4 ム1 (増員理由)

職員 39 33 34 38 38 紡自点櫛霊際紛留強

減員

----
4 2 7 18 (減員理由)

民 僧員

----
7 12 介護問澱業務の部門換

生 差引 ----
3 ム1 ム7 ム6 (増員理由)

職員 153 155 154 147 147 合護保犠等関匝葉語増

減員

----
2 c;，成員理由)

得i指員 ~ 2 欠員不補充等

生 差引 ~ ム1 ム1 (僧員理由)

職 員 17 17 18 17 17 ゴミ対策等業務増

0特別行政部門

1¥ 区分 B 年 11 年 12 年 13 年 9-13年 手法(事由)の計画前 3年目 4年目 5年目 計 概 要

減員 ~ 5 3 15 (減員理由)

教増員 ~ 学校給食センター

育差引 ~ ム5 ム3 ム15 等聡員委託等

職員 89 77 77 74 74 (増員理由)

0公営企業等部門

¥ 区分 8 年 11 年 12 年 13 年 9-13年 手法(事由)の計画前 3年目 4年目 5年目 計 概 要

減員 ~ 2 (減員理由)

病 増員 ~ 11 5 29 欠員不補充

院 差引 ~ 11 5 27 (増員理由)

職員 147 169 174 174 174 看護体制の充実等

減員 ~ (減員理由)

水 t曽員 ~ 
道 差引 ~ (増員理由)

職員 11 11 11 11 11 

減員 ~ 3 (減員理由)

下水道
指員 ~ 事務の縮小

差引 ~ ム1 ム1 ム3 (増員理由)

職員 10 B 7 7 7 

減員

----
(減員理由)

そ 指員

----
5 6 欠員不補充

の
差引 ~ (僧員理由)他 5 5 

職員 10 9 10 15 15 合護保険業務の部門換

5 

職員数の

適正化に

努めています

。1)定員適正化計画の数値目標及び進捗状況等
① 定員適正化目標(数・率)

一般行政職における職員数は、計画年の平成8年度においては第

5次の定員モデル数内にありますが、今後諸事業等の増加による定

員増が考慮されます。しかし、平成13年までの 5年間においては職

員数の増加を抑制します。一般行政部門全体においても、この5年

間においては、平成8年度計画時に対して増加を抑制します。(0 

%の増減を計画)他部門においては、積極的に民問委託の導入を検

討中です。

② 定員適正化手法の概要

-期限の定められた事業については、 事業終了後定員の削減

・委託可能な事業については、積極的な民間委託を導入

・行政需要に対応した組織、機構の見直し

③ 定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の概要

(平成13年4月1日現在)

1¥ 区分 B 年 11 年 12 年 13 年 9-13年 (参考)計画前年 3年目 4年目 5年目 計 数値目標

減員 / 5 5 16 

~/ 般 増員 / B 4 7 31 

行 差引 / ム1 ム9 ム7(102%)

政 職員数 327 330 329 320 320 327 

(注) 1 計画期間は、 9-13年の5年間です。

2 ( )内の数値は、数値目標に対する進捗率を示しています。

(参考) (平成13年4月1日現在)

1¥ 区分 B 年 11 年 12 年 13 年 9-13年 (参考)計画前年 3年目 4年目 5年目 計 数値目標

特 減員 / 5 3 
15川

日リ 増員 / 
~j 差引 / ム5 ム3 ム15(112%) ム6

政 職員数 89 77 77 74 74 83 

減員 / ~/ 憎員 / 11 6 5 

差引 / 10 5 5 29(93%) 14 

職員数 178 197 202 207 207 192 

減員 / B 3 21 し/
t曽員 / 11 B 5 35 

計
差引 / 5 5 2 14(98%) 8 

職員数 267 274 279 281 281 275 
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シへの旅
し
っ
か
り
と
し
た
社
会
人
育
成
の
し
く
み

ー

海
外
ス
タ
デ
ィ

・
ツ

ア
l
の

成

果

|

本

団
長
(大
洲
南
中
学
校
長
)

大

大
洲
市
と
桝
山
教
育
振
興
会
に
よ

る
第
四
回
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ

l
ン
郊
外
の
ナ
ッ
シ
ユ
ビ
ル
・
ス
テ

イ
ト
・
ス
ク
ー
ル
で
約
二
週
間
行
わ

れ
、
中
学
生
八
名
を
鎌
田
先
生
と
二

人
で
引
率
し
ま
し
た
。
私
か
ら
は
、

学
習
活
動
の
概
要
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
教
育
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
報
告

し
ま
す
。

初
日
の
歓
迎
会
に
は
、
パ
ス
の
運

転
手
が
道
に
迷
っ
た
た
め
に
、
四
十

分
も
遅
刻
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
、
受

け
入
れ
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
は

じ
め
は
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
は
す
ぐ
に
環
境

に
慣
れ
て
、
生
活
や
学
習
を
楽
し
み
、
多
く
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

学
習
内
容
は
、
午
前
中
は
専
任
教
師
か
ら
英
語
の
指
導
を
受
け
、
午
後
は

ホ
l
ム
・
ス
テ
イ
先
の
子
ど
も

(バ
デ
ィ
)
の
ク
ラ
ス
で

一
緒
に
学
習
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
、
地
域
の
視
察
・
老
人
ホ
l
ム
の
訪
問
・
自
然
公
園
の
観

察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
や
ホ
l
ム
ス
テ
イ
家
族
の
受
け
入
れ
状
況
が
大
変
よ
く
、
引
率
者
と

し
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
生
徒
も
安
心
し
て
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。

学
ん
だ
こ
と
の
一
つ
は
、
会
話
(
対
話
)
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
生
と
生
徒
、
親
と
子
ど
も
が
、
常
に
お
互
い
の
意
思
を
確
認
し
な
が
ら
行

動
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
時
に
は
、
運
転
手
が
自
分
の

こ
と
を
語
り
、
問
い
か
け
て
き
ま
し
た
。
辞
書
を
引
き
な
が
ら
話
を
し
ま
し

た
が
、
常
に
人
生
を
語
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
伺
え
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
社
会
的
貢
献

(ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
が
盛
ん
な
こ
と
で
す
。
児

童
生
徒
の
登
下
校
指
導
を
す
る
ロ
リ
ポ

ッ
プ
、
時
聞
が
あ
れ
ば
先
生
と

一
緒

に
子
ど
も
の
指
導
を
す
る
地
域
の
方
な
ど
、
学
校
に
限

っ
て
み
て
も
、
多
く

の
方
が
奉
仕
的
に
教
育
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
家
庭
に
お
い
て
、
子
ど
も
に
手
伝
い
を
し
っ
か
り
さ
せ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
が
手
伝
い
を
し
な
く
な
れ
ば
、
次
の
時
代
が

危
な
い
と
い
う
考
え
方
が
強
い
よ
う
で
す
。

教
育
の
目
標
は
、
社
会
人
の
育
成
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
そ
の

た
め
の
考
え
方
と
仕
組
み
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
未
来
の
た

め
に
、
じ

っ
く
り
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

お
別
れ
会
で
は
、
「
大
洲
音
頭
」
を
一
緒
に
踊
り
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 毅

大
洲
南
中
学
校
植

貴
重
な
体
験

田

6 

拓

朗

期
待
と
不
安
で
む
か
え
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
ホ
l
ム
ス
テ
イ
で
し
た
。

四
人
家
族
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
初
め
て

会
っ
た
時
は
、
緊
張
の
せ
い
か
、
簡
単
な
英
文
さ

え
も
た
ど
た
ど
し
く
し
か
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
僕
を
見
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
た
ち
は
、

笑
顔
で
ゆ
っ
く
り
と
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
聞
き
と
り
や
す
く
、
ホ
ッ
と
し
た

感
じ
が
し
て
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

休
日
に
訪
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
広
大
な
自
然
は
、
想
像
以
上
に
す
ば
ら
し
く
、
海
の
水
は
、

透
き
通
り
砂
は
細
か
く
て
白
く
、
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

全
力
で
が
ん
ば
り
、
お
も
い
き
り
楽
し
み
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
二
週
間
で
し
た
。

こ
の
貴
重
な
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
野
中
学
校岩

野

亡羽

祥

子

日
本
の
遊
び
を
紹
介

企あやとりで交流

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
行
き
が
決
定
し
て
、
期
待
に
胸
を
躍
ら

せ
る
と
同
時
に
、
う
ま
く
会
話
が
で
き
る
の
か
、
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
の
か
と
不
安
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
が
優
し
く
気
軽
に
話
し
か

け
て
く
れ
た
の
で
、
緊
張
が
と
け
ま
し
た
。
な
か
な
か
会
話

が
ス
ム
ー
ズ
に
通
じ
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
や
絵
を
か
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

で
、
し
だ
い
に
親
密
な
関
係
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
や
と
り
や
折
り
紙
、
竹
と
ん
ぼ
、
お
は
じ
き
な

ど
日
本
独
特
の
遊
び
を
紹
介
し
た
時
は
、
大
変
な
興
味
を
示

し
て
く
れ
て
楽
し
い
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
私
に
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ

っ
た
大
洲
市
の
方
々
を
は

じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。
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7月2?日(金) 出発式、大洲市発
松山市から大阪経由し、プリスペーンへ

?月28日(土) ブリスペーン着
mべ-'J目的機、ねト7，リ-c@~iliUリ I'Jj'-j 3'J
ホームステイ開始

ホストファミリーと過ごす
午前英語クラス
午後 学校行事に参加

?月31日(火)午前英語クラス
午後学校行事に参加

午前.英語クラス
午後:学校行事に参加

8月2日(木) 午前。地域視察
午後ー老人ホーム視察

午前:英語クラス
午後:学校行事に参加

ホストファミリ と過ごす
ホストファミリ と過ごす
午前:英語クラス
午後 学校行事に参加

午前 英語クラス
午後環境施設見学

8月8日(水)午前英語クラス
午後さよならパ ティ

ホストファミリ とお別れ
終日:ゴールドコース卜市内観光

ブリスペーンからシドニーを経由し、大阪へ
大阪から松山ヘ、 大洲市着

7月29日(日)
7月30日(月)

8月1日(水)

8月3日(金)

8月4日(土)
8月5日(日)
8月6日(月)

8月?日(火)

8月9日(木)

8月10日(金)
8月11日(土)

企ゴールドコーストで記念撮影

大
洲
北
中
学
校大

裕

子

文
通
や
メ

l
ル
で

こ
れ
か
ら
も
交
流

田

生
ま
れ
て
初
め
て
の
外
国
で
の
生
活
。
私
の
不
安
と
心
細
さ
は
、

か
こ
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い

二
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
で
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
、
バ
デ
ィ
た
ち
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ

l

交
じ
り
の
会
話
で
、
次
第
に
友
情
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た

ホ
l
ム
ス
テ
イ
の
家
で
鶴
を
折
っ
た
ら
バ
デ
ィ
の
ジ
ェ
シ
カ
が
と

て
も
気
に
入
り
、
翌
日
、
ジ
ェ
シ
カ
の
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
も
折

り
紙
を
し
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

家
に
着
い
た
時
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
友
達
か
ら
メ
1
ル
が

き
て
い
て
、
あ
あ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
っ
て
き
た
ん
だ
!
と、

コ
ア
ラ
を
抱
い
た
時
の
感
動
な
ど
も
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
友
達
と
文
通
や
メ

l
ル
を
し
て
、
交
流
を
深

め
、
英
語
の
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
す
ば
ら
し
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
東
中
学
校樋
ノ
水

優
し
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

、、&

H
A
 

'
E
 

う
れ
し
か
っ
た

雪
国

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
っ
て
本
当
に
い
い
思
い
出
が
作
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行

く
前
は
う
ま
く
英
語
が
し
ゃ
べ
れ
る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
。
で
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
達

は
う
ま
く
し
ゃ
べ
る
事
の
で
き
な
い
僕
に
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

学
校
で
は
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
い
ろ
い
ろ
な
事
を
聞
い
て
く
る
の
で
少
し
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
し

だ
い
に
打
ち
解
け
る
事
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
く
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
事
が
で
き
ま
し

た
。お
別
れ
の
時
に
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が

「
私
は
あ
な
た
を
持
て
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
あ
ま
り
な
に
も
し
て
い
な
い
の
に
あ
あ
い

う
事
を
言
わ
れ
た
の
で
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な

か
っ
た
で
す
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
生
活
に
生
か

し
た
い
で
す
。

秀

.....クラスメ ー 卜たちと

? 
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.さよならパーティーで大洲音頭!
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企老人ホーム訪問企日本語の授業に協力

h 

企元気いっぱいの団員たち 企地域の歴史博物館を訪問

8 

新
谷
中
学
校蔵

本

玲

子

ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
た
い

言
葉
が
通
じ
る
、
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
が
通
じ
る

と
い
う
事
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
楽
し
い
こ
と
で
す
。

私
も
初
め
は
本
当
に
不
安
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
で

も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
は
と
て
も
や
さ
し
く

て
、
毎
日
が
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。

単
語
を
並
べ
た
ら
言
葉
は
通
じ
る
け
れ
ど
、
聞
き
と
る

こ
と
は
む
ず
か
し
か

っ
た
で
す
。
会
話
を
す
る
の
も
知
ら
な
い
単
語
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
ス
ム
ー
ズ

に
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
や
は
り
、
文
法
だ
け
を
習
う
の
で
は
な
く
、
会
話
が
で
き
る

よ
う
な
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
て
、
も

っ
と
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
た
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
を
学
び
、
日
本
の
文
化
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か

っ
た
で
す
。
い
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

と
っ
て
も
楽

大
洲
北
中
学
校長

田

亜
矢
子

い
っ
ぱ
い
友
達
がで
き
ま
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
初
め
て
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
人
と
会
う
時

は
ド
キ
ド
キ
が
止
ま
ら
な
く
て
、
「
こ
れ
か
ら
の

2
週
間
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
の
か
な
あ
」

っ
て
本
当

に
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
達
の
優
し
さ
で
、
そ
の
不
安
は
全
で
な
く
な
り

ま
し
た
。
学
校
生
活
で
は
み
ん
な
気
軽
に
戸
を
か
け
で
き
た
り
し
て
、
本
当
に
い

っ
ぱ
い
友
達
が
で

き
ま
し
た
。
英
語
の
先
生
も
楽
し
い
人
で
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
休
み
の
日
は
、
家
族
み
ん

な
で
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
き
ま
し
た
。
私
の
た
め
に

計
画
を
立
て
て
い
て
く
れ
て
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
い
ろ
ん
な
事
を
学
び
ま
し

た
。
特
に
英
語
は
、
単
語
と
体
の
動
作
で
充
分
通
じ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
向
こ
う
の
人
も
私
に
分

か
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
英
語

が
も

っ
と
好
き
に
な
り
、
も
う

一
度
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
か

っ

た
で
す
。

企ホストファミリーと



日
豪
文
化
再
発
見
の
旅

自
分
に
自
信

何
に
で
も
挑
戦
大
洲
南
中
学
校

石

小
百
合

白

鎌

田

子

日
用
日
月

新
品〈口
中
学
校
教
諭

企ゴールドコース卜に感激|

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
聞
い
て
も
ど
ん
な
国
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
私

が
、
こ
の
海
外
派
遣
生
に
選
ば
れ
た
時
、
う
れ
し
さ
の
反
面
少
し
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
初
日
に
は
少
し
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に

か
か

っ
て
し
ま
い
、
「
先
行
不
安
だ
あ
」
と
思

っ
た
の
も
つ
か
の
間
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温
か
さ
に
触
れ
、
不
安
な
ど
い
つ
の
間
に
か
忘

れ
て
本
当
の
家
族
の
様
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

夕
食
時
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
の
文
化
や
家
族
に
つ
い
て

の
話
を
し
て
、
今
思
え
ば
笑
い
が
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
あ
、
と
思
い
ま

す
。私
達
が
毎
日
通
っ
た
小
学
校
で
も
、
お
昼
休
み
に
は
友
達
が
「
遊
ぼ

「

う
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
、
毎
日
遊
ん
だ
あ
の
光
景
が
今
で
も
忘
れ
ら

『

れ
ま
せ
ん

。

戸

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
得
た
も
の
・
:
。
そ
れ
は
、
家
族
や
そ
の
他
の
人
々
の
温
か
さ
。
ま
た
、
英
会

話
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
何
に
で
も
挑
戦
し
て
み
る
、
と
い
う
心
が
育
ち
ま

し
た
。た
と
え
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
心
は
通
じ
合
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
何
度
も
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
、
派
遣
生
を
対
象
と
し

た
英
語
の
授
業
補
助
及
び
現
地
の
子
ど
も
向
け
に
日
本
語
の

授
業
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
受
け
身
だ

っ
た
派
遣
生
達
も

日
が
経
つ
に
つ
れ
、
積
極
的
に
質
問
・
発
言
す
る
よ
う
に
な

り
、
日
々
の
成
長
を
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。
授
業
内
容
は
、
英
語
で
書
く
日
記
、
日
豪
文
化
の
類

似
性
や
相
違
性
の
列
挙
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
、
現
地
に
生
息
す
る
動
物
の
学
習

な
ど
、
現
地
で
し
か
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
現
地
の
子
ど
も
達
の
日
本
に
対
す
る
興
味
・
関
心
は
高
く
、
け
ん
玉
・
竹
と
ん
ぼ

・
折
り

紙
な
ど
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
さ
よ
な
ら
パ

ー
テ
ィ
で
の
浴
衣
や
ハ

ッ
ピ
、
大
洲
音
頭
な
ど
日
本
的

な
味
わ
い
の
あ
る
も
の
は
大
好
評
で
し
た
。
今
回
の
旅
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
良
さ
、
日
本
文

化
の
良
さ
を
再
発
見
で
き
ま
し
た
。
派
遣
生
達
も
、
こ
の
研
修
で
得
た
も
の
を
大
切
に
、
「
思
い
出
」

と
し
て
で
は
な
く
「
ス
タ
ー
ト
地
点
」
と
し
て
今
後
の
英
語
学
習
に
役
立
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

肱
東
中
学
校辻

自
然
が
い

っ
ぱ
い感
動
の
連
続

い
ま
す
。

真
理
奈

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
を
得
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
た
く
さ
ん
の
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
く
充
実
し
た
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
行
く
前
は
「
英
語
が
伝
わ
ら
な
か

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
な

ど
た
く
さ
ん
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
英
語
が
あ
ま
り
話
せ
な
い
私
の
話
を
、
み
ん
な
が
真
剣
に

聞
い
て
く
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
気
づ
か

つ
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
向
こ
う
の
環
境
に
慣
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
自
然
が
い

っ
ぱ
い
で
、
感
動
の
連
続
で
し
た
。
美
し
い
鳥
が

た
く
さ
ん
い
た
こ
と
、
野
生
の
コ
ア
ラ
や
カ
ン

ガ
ル
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
思
っ
た
こ
と

が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
に
「
も
っ
と
英
語
が
話

せ
た
ら
:
:
:
」
と
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が

何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

っ
と
英
語

を
勉
強
し
て
、
い
つ
か
再
び
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
友
達
に
会
い
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

企クインズランド州立博物館を見学

企無事に帰国しました!

企ホス トファ ミリ と
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農
山
漁
刺
史
腔
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

県
で
は
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
女
性
の
経
営
・
社
会
へ
の
参
画
や
地
位
向
上
を
目
指
し
、
男
女
が

と
も
に
輝
く
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
す
る
た
め

「愛
媛
県
農
山
漁
村
女
性
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

「家
族
経
営
協
定
」

の
締

結
を
進
め
て
お
り
、

現
在
、
大
洲
市
内
に
お
い
て

3
件
の
協
定
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
家
族
経
宮
協
定
」
と
は
?

家
族
経
営
中
心
の
農
業
が
魅
力
あ

る
職
業
と
な
り
、
家
族
が
意
欲
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
役
割
分
担
や
経

営
目
標
を
決
め
、
特
に
女
性
や
若
い

農
業
者
が
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
農
業

経
営
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
家
族
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め
る
ル
l
ル

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
文
章
化
し
、

農
業
委
員
会
・
地
域
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
な
ど
第
三
者
の
立
会
の
も

と
協
定
書
の
締
結
を
行
い
ま
す
。

「
家
族
経
営
協
定
」
を
結
ぶ
の
は

い
つ
?
誰
と
誰
が
?

専
業
農
家
で
も
、
兼
業
農
家
で
も

経
営
の
形
態
・
家
族
の
構
成
な
ど
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
い
つ
で
も
、
誰
と
で

も
結
べ
ま
す
。

「
家
族
経
営
協
定
」
で
決
め
る
こ
と
は
?

-
労
働
報
酬
、
収
益
の
分
配

.
休
日
、
労
働
時
間

.
役
割
分
担
(
作
業
分
担
、
経
営
管

理
)
経
営
移
譲
、
相
続
な
ど
そ
れ

働く励みi之なります!
母豚100頭の一貫経営をしている

石岡一恵さん・猶ーさん(藤縄)

!さも"H k 

ぞ
れ
の
農
家
の
必
要
性
に
合
わ
せ

て
決
め
ま
す
。

「
家
族
経
営
協
定
」
のメ
リ
ッ
ト
は
?

-
労
働
報
酬
や
収
益
の
分
配
を
決
め

る
こ
と
に
よ
り
、
営
農
意
欲
の
向

上
・
経
営
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま

す
。

A
V
労
働
時
間
や
休
日
を
決
め
る
こ
と

に
よ
り
、
仕
事
と
私
生
活
の
区
別

が
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

-
配
偶
者
や
後
継
者
が
農
業
者
年
金

先日、家族経営協定を結びました。子どもたちか
ら[いつもおもしろいこと、夢みたいなことばかり
考えている。」と言われている私ですが、 10年ほど前
から忙しい夫の手助けをはじめ、今では毎日豚舎で
汗を流しています。(最初夫は、私が養豚に取り組
むとは思っていなかったみたいで、す。)
協定を結んだことで、仕事の事、 3人の子どもの
事など、将来を考えるよい機会になりました。これ
からも新たな気持ちでがんばろうと思っています。

に
加
入
し
た
際
、
国
の
助
成
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ

・
組
織
で
勉
強
し
て
み

ま
せ
ん
か
?
関
心
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

生
活
改
善
係
官
@
4
1
2
5

大
洲
市
農
業
委
員
会

宮

@
2
1
1
1
(内
線
3
4
2
)

農
林
課
農
政
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
2
2
9
)

大洲市駅伝大会 12月1日(土)開催
恒例の駅伝大会を今年も開催します。

健脚自慢の皆さん、 チームを作ってぜひご参加くだ

さい!
午後 1時30分

10 

高校生2部

高校・ 一般女子の部

一般男子の部

中学生男子の部

中学生女子の部

高校生 l部

チーム登録…11月15日(木)
オーダー表…11月21日(水)

申し込み・ 問い合わせ先

大洲市教育委員会内 大洲市体育協会事務局

fi24-21日内線551

募集要項

目 時平成13年12月1日(土)
大洲市役所前スタート

荒天の場合翌2日(日)の午前10時スタート

市内一円

学生・・・各学校単位

(同一校の複数チーム出場も可)

一般…大洲市内に居住または勤務する人
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車
員R音自

介護料の支給を拡大

ご
存
知
で
し
た
か
っ
・

交通事故の後遺障害で介護をl必要とする方への

介護料麦給拡大及び交通遺児貨付制度等

交
通
事
故
セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
通

事
故
に
よ
り
重
度
の
脳
損
傷
及
び
脊

椎
損
傷
を
受
け
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
方
の
家
族
へ
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
従
来
か
ら
介
護
料
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

支
給
の
新
規
拡
大

平
成
十
三
年
七
月

一
日
か
ら
随
時

介
護
を
必
要
と
す
る
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
(
共
済
)
で
次
の
後
遺

症
区
分
に
相
当
し
一
定
の
条
件
を
満

た
す
方
に
も
、
介
護
料
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

介護料の支給内容

~現行の支給および新規拡大部について~

種別 内
R谷今、 金 客員 その他

特I種
自賠責認定 月額 68，440円

現行支給
1級3号友ぴ相当者 -136，880円

I 種
自賠責認定 月額 58，570円

新規拡大
1級3-4号友び相当者 -108司000円

II ~.重
自賠責認定 月額 29司290円

新規拡大|
2級3-4号友び相当者 -54司000円

ま
た
、
交
通
遺
児
に
対
す
る
貸
付

(無
利
子
)
も
従
来
ど
お
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

交通遺児等(中学生まで)に

対する無利子貸付

貸 fサ 金 客員

一時金 はじめ 155司000円

毎月額 20司000円

小学校・中学校入学
44，000円

支度金

{
問
い
合
わ
せ
先
}

政
府
出
資
法
人

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

愛
媛
支
所
業
務
課

宮

0
8
9
・
9
2
5
・
0
7
0
8

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

自
賠
責
保
険
・
共
済

「
自
賠
責
」
は
、
法
律
に
よ
り
バ

イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
保
険
で
す
。

加

入

し

な

い

で

運

転

す

る

と
・

-

O

-
R
6
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

5
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

-Rさら
に
違
反
点
数
は
6
点
と
な

り
、
た
だ
ち
に
免
許
停
止
処
分
の
対

象
に
な
り
ま
す

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原
付

自
転
車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、
保
険

の
掛
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
!

自
分
の
車
は
自
分
で
守
る
!

「
自
分
の
車
は
ま
だ
ま
だ
大
丈

夫
」
な
ど
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

ト
ラ
ブ
ル
は
や
っ
て
き
ま
す
。
日
頃

か
ら
点
検
整
備
の
習
慣
を
身
に
つ
け

た
い
も
の
で
す
。
車
へ
の
い
た
わ
り

と
愛
情
を
!

詳
し
く
は
、

国
土
交
通
省
愛
媛
陸
運
支
局

告

0
8
9
・
9
5
6
・
1
5
6
3
ま
で

藤
樹
先
生
略
伝

⑤

林
羅
山
批
判

学
問
の
同
志
は
増
え
て
い
き
ま
し

た
が
、
与
右
衛
門
(
藤
樹
)
の
学
問

に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
は
変
わ
り
ま

せ
ん
伸
一斗
件
。

次
に
あ
げ
る
朱
子
学

者

・
林
羅
山

へ
の
批
判
に
そ
れ
が

よ
く
出
て
い
ま
す
。

与
右
衛
門
は
、
寛
永
八

(
ニ
ハ
一「
一

乞

詳

、
い二
庁
官
歳
の
と
き
、
「
林
氏

剃
髪
受
位
の
弁
」
を
書
き
ま
し
た
。

林
氏
と
は
、
林
羅
山
の
こ
と
で

す
。
林
羅
山
は
、
徳
川
家
康
に
重
く

用
い
ら
れ
、

以
後
四
代
の
将
軍
に
仕

え
た
人
物
で
す
。

羅
山
は
、
顎
法
そ

っ
て
僧
位
の
最

高
で
あ
る
「
法
印
」
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
儒
学
者
が
「
法
印
」
の
位

を
受
け
た
弁
解
を
し
ま
し
た
。

与
右
衛
門
は
羅
山
の
行
為
を
「
自

分
の
名
誉
と
立
身
出
世
の
私
欲
か
ら

で
た
行
為
で
あ
り
、
羅
山
は
よ
く
人

の
口
ま
ね
を
す
る
オ
ウ
ム
と
か
わ
り

が
な
い
」
と
痛
烈
に
批
判
し
ま
し

た
。与
右
衛
門
は
、
真
の
学
問
を
収
め

実
践
し
よ
う
と
理
想
に
燃
え
て
い
た

の
で
す
。

母
を
迎
え
に

儒
学
で
は
、

孝
の
問
題
を
重
視
し

ま
す
。
そ
の
第

一
は
親
に
対
す
る
孝

で
す
。
与
右
衛
門
は
、
ど
う
し
て
も
母
を

(8) 

呼
び
寄
せ
て
孝
養
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
決
心
し
ま
し
た
。

寛
永
九
(
一
六
三
二
)
年
の
春
、
よ

う
や
く
殿
様
か
ら
暇
を
も
ら
い
、
飛

ぶ
よ
う
な
気
持
ち
で
再
び
小
川
村
へ

母
を
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て

真
心
を
こ
め
て
大
洲
に
来
る
よ
う
頼

み
ま
し
た
。

し
か
し
、
母
は
住
み
慣
れ
た
所
を

離
れ
て
遠
い
大
洲
へ
行
く
こ
と
を
断

り
ま
し
た
。
与
右
衛
門
は
心
を
痛
め

な
が
ら
ひ
と
り
大
洲
へ
帰
り
ま
し

た
。こ
の
時
の
船
中
の
寒
さ
や
、
心
労

が
重
な
っ
式
市
ら
で
し
ょ
う
か
、
ぜ

ん
そ
く
を
患
い
、
そ
れ
は
持
病
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
谷
藩
士
と
な
る

大
洲
藩
主
加
藤
和
知
に
は
、

島
和

と
い
う
弟
が
あ
り
ま
し
た
。
父
の
遺

言
で
一
万
石
を
分
け
る
こ
と
に
な

っ

て
い
た
の
で
、
直
泰
が
十
八
歳
に

な
っ
た
寛
永
九
(
一
六
三
二
)
年
に

家
来
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。大
橋
家
老
は
、
人
物

・
学
問
と
も

に
す
ぐ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ぜ
ん

そ
く
を
患
っ
て
い
る
与
右
衛
門
の
将

来
を
考
え
て
分
家
付
の
武
士
に
し
ま

し
た
。し
か
し
、
ま
だ
藩
主
や
武
士
た
ち

の
屋
敷
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

ま
ま
大
洲
に
住
み
ま
し
た
。

こ
の
時
、
与
右
衛
門
は
二
十
五
歳

で
し
た
。

11 



広報おおず 2001 11月号

信混陸腿&切

市
立
博
物
館

10/23 
'-12/16 

平
成
日
年
度
企
画
展
開
催

-壬穆
-L千
本
z
句
、兵

hn，争・

7vv
円
、

-zω
司ハマ
安
丞

昔
の
大
洲
は
、
大
津
と
呼
ば
れ

て
、
中
世
で
は
伊
予
の
守
護
職
で

あ
っ
た
字
都
宮
頼
綱
の
分
か
れ
と

な
る
宇
都
宮

一
族
が
地
頭
と
し
て

代
々
治
め
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
明
確
な
史
料
で
は
、

宇
都
宮
貞
泰
と
豊
綱
の
み
し
か
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

当
企
画
展
で
は
、
残
存
す
る
資

料
か
ら
喜
多
郡
、
特
に
大
洲
周
辺

を
治
め
て
い
た
宇
都
宮
氏
に
つ
い

て
紹
介
す
る
と
共
に
、
戦
乱
の
時

代
喜
多
郡
を
治
め
て
い
た
宇
都
宮

氏
が
勢
力
を
失
う
中
で
、
宇
都
宮

氏
と
そ
れ
を
取
り
巻
い
て
い
た
城

領
、
玉
展

...宇都宮豊綱補任状写

戸
氏
、
梶
谷
氏
、
津
々
木
谷
氏
、

向
居
氏
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

古
文
書
を
中
心
に
中
世
の
大
洲
を

治
め
た
領
主
達
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
中
世
の
城
の
特
徴
と
し

て、

一
昨
年
度
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
元
城
(
新
谷
山
口
)
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
大
洲
の
中
世

に
つ
い
て
展
示
紹
介
し
ま
す
。

-
期

間

十
月
二
十
三
日
附
か
ら

十
二
月
十
六
日
制
ま
で

・
場

所

大
洲
市
立
博
物
館
四
階
展
示
室

・
時

間

午
前
九
時
1
午
後
四
時
三
十
分

園
入
館
料

無
料

・
休
館
日

月
曜
日

十

一
月
六
日
、
二
十
三
日

※
十

一
月
三
日
は
開
館
し
ま
す
。

弘司

ω、町
、、へ

今
年
の
テ
ー
マ
は

『み
ん
な
の
行
事
』

募
集
要
綱

一ア

1
マ】

み
ん
な
の
行
事

【
作
品
サ
イ
ズ
}

2
L
、
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ

{
応
募
票
】

大
洲
市
立
博
物
館
又
は
各
公
民

館
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ

}
V
 

{
募
集
期
間
】

平
成
十
三
年
十

一
月
一
日
か
ら

平
成
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で

み
な
さ
九
ご
応
募
を
!

当
博
物
館
で
は
、
来
年
度
大
洲
市

内
及
び
市
民
の
方
々
が
家
庭
内
に
お

い
て
お
こ
な

っ
て
い
る
行
事
な
ど
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
写
真
展
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
各
家
庭
や
小
部
落
で
の

お
祭
、
誕
生
会
、
年
末
年
始
の
慣
習

な
ど
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

ど
ん
な
些
細
な
行
事
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
応
募
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

熱
帯
山
い
胤
幡
町
や
や

Smm九
融
機
心
部
円
以

アイデ、イアいっぱいの作品を展示

11月18日から小学理科作品展を開催

夏休みを利用して、小学生のみなさんが観察したこ

と、実験したことなどをまとめた作品の中から優秀なも

のを集めて、展示します。

これは、今年度目処小学校を会場に開催された大洲市

理科作品展に出品されたものです。愛媛県理科作品展に

出品され、入選した作品も同時に展示します。

どんなことに疑問を持ち、どのように調べていった

か、子どもたちならではのアイデアあふれる作品ばかり

です。ご家族お揃いでぜ、ひご覧ください。

11月 18 日 (日)~ 12月 2 日 (日)

大洲市立博物館 5階特別展示室

午前9時~午後4時30分

月曜日、祝祭日

[期間]

[場所]

[時間]

[休館日]

。グ，

12 

10/27~11/4 

児童:生徒作品展を悶
写生や習亨など優秀作昆を展示

ぜひ、ご覧ください!

'つj本物ま大
洲
市
立
博
物
館
で
は
、
藤
樹
ま

つ
り
の

一
貫
と
し
て
、
市
内
の
小
・

中
学
生
が
描
い
た
写
生
、
習
字
な
ど

の
内
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
も
の

を
展
示
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
描
い
た

数
多
く
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ご

家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。

• 期
十
月 間

十 十
一七
月日
四 回
目か
(日)ら
ま
で

-
場

所大
洲
市
立
博
物
館

五
階
特
別
展
示
室

• • ※入 時
み十無 館 午
開月料 料前開
館 二 九
し十 時
ま九 1 
す日 午
。(月) 後
は四

時

十
分

五
階
の
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8溺切信問

開催]，]月 3日(土)

久
州
ま

平成13年度

県民総合文化祭
11月3日から25日までの23日間、県下各
地で県民総合文化祭が開催され、大洲市で

も次のとおり吹奏楽公演が行われます。皆

さんぜひご来場ください。

'フ
10:00-15:30 

おおず赤煉瓦館 ・おはなはん通りほか
なつかしさの漂う町並みにタイムスリップ!

肱川緑地公園

吹奏楽公演

大洲プラスアンサンブルほか、県内の吹

奏楽団による個別・合同演奏(入場無料・

整理券が必要)

日時 平成13年11月18日(日)
午後l時~午後5時
大洲市民会館場所

[問い合わせ先]

愛媛県教育委員会文化振興課

ft089 -945 -2850 おまつり阿 10:00-16:00 
郷土芸能 ・物産まつり ・遊びの広場など
楽しいイベン卜がいっぱい!

親
子
おで
ま遊骨
つlま・ 0'
りう
阿
で

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、
模
型
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

製
作
(
材
料
代

3
0
0
円
が

必
要
)
や
自
然
の
植
物
を

使
っ
て
お
も
ち
ゃ
を
作
り
、

親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る
コ

ー

ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

{問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
宮
@
5
7
7
1

安
く
て
よ
い
昂
で
毎
年
招
評

農
産
物
・
肉
加
工
昂
を
即
売
!

会
場

農

祭

業

カ
レ

l
・
う
ど
ん
等
の
バ
ザ
l
、

農
産
物
・
肉
加
工
品
即
売
、
展
示
・
発

表
、
協
賛
商
工
会
に
よ
る
即
売
な
ど

で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

日

月
口
日

ω
i
m日
田

午
前

9
時
1
午
後
3
時

大
洲
農
業
高
等
学
校

宮

@

3
1
0
1

先
進
地
に
お
け
る
現
地
研
修
会

ー
渋
染
一
撲
の
地
を
訪
ね
て
H|

九
月
六
日
、
市
同
和
教
育
講
師
団
に

よ
る
先
進
地
で
の
現
地
研
修
会
が
、
岡

山
市
に
あ
る
拠
w
m
J
艇
の
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

現
地
で
は
、
約
二
時
間
に
わ
た
り
渋

染
一
撲
の
全
容
に
つ
い
て
講
話
を
聴

き
、
そ
の
後
資
料
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
一
授
に
つ
い
て
の
歴
史
的
背
景
や

価
値
、
そ
の

一
撲
に
至
る
ま
で
の
被
差

別
部
落
の
人
々
の
苦
悩
や
葛
藤
は
、
想

像
以
上
の
も
の
が
あ
り
深
く
心
に
残
り

ま
し
た
。
以
下
概
要
を
述
べ
て
み
ま

す
。渋

染
一
撲
と
は
、
当
時
岡
山
落
が

凶
作
、
借
銀
、
外
国
船
の
来
航
に
よ

る
房
総
半
島
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
て
の
派

兵
出
費
な
ど
に
よ
り
極
度
の
財
政
難
に

陥
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め

に
一
八
五
五
(
安
政
二
)
年
、
二
十
九

カ
条
の
「
御
倹
約
御
触
書
」
を
出
し
た
。

そ
の
最
後
の
五
ヵ
条
が
被
差
別
部
落
の

人
々
を
対
象
と
し
た
も
の
で
「
着
物
の

類
は
無
艇
の
ぬ
潟
・
齢
期
に
限
る
。
」

「
外
出
は
被
応
に
す
る
こ
と
、
雨
天
の

時
は
栗
下
駄
を
使
用
す
る
こ
と
を
許

す
。
た
だ
し
、
顔
見
知
り
の
百
姓
に
出

会
つ
た
ら
下
駄
を
ぬ
い
で
内
総
和
す
る
こ

と
。
他
村
へ
行
く
と
き
下
駄
を
は
く
こ

と
は
許
さ
な
い
よ
な
ど
人
権
を
全
く
無

視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
条
文
に
対
し
て
藩
内
五
十
三
の

被
差
別
部
落
の
人
々
は
、
何
度
も
会
合

を
聞
き
嘆
願
書
を
差
し
出
し
た
。
し
か

し
、
期
待
も
む
な
し
く
嘆
願
書
は
差
し

戻
さ
れ
、
強
訴
(
一
撰
)
に
踏
み
切
る

こ
と
を
決
意
し
た
。

一
八
五
六
(
安
政
三
)
年
六
月
、
集

結
し
た
約
一
五
O
O
名
の
人
々
は
、
炉

木
家
老
の
陣
屋
を
目
指
し
て
交
渉
の
場

に
臨
み
、
長
時
間
の
交
渉
の
末
嘆
願
書

の
差
し
出
し
に
成
功
し
た
。
以
後
、
被

差
別
部
落
の
人
々
が
渋
染
・
藍
染
の
着

物
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

財
政
の
窮
乏
に
苦
し
ん
だ
岡
山
藩

が
、
被
差
別
部
落
の
人
々
に
対
す
る
差

別
を
強
化
し
、
農
民
と
の
分
裂
支
配
を

深
め
、
農
民
を
抱
き
込
ん
で
年
貢
の
増

収
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
、
こ
の

被
差
別
部
落
の
人
々
を
犠
牲
に
す
る
政

策
は
、
激
し
い
抵
抗
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
(
次
号
に
続
く
)

13 
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平成13年10月1日まで

に皆様かうお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、199，346，466円
です。

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大沸|
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係

かわら版

内線352

大
洲
城
あ
れ
こ
れ
!

3

3
二
の
丸
大
手
門
と
内
堀
j

n24-2111 

二

の

丸

大

手

門

二
の
丸
大
手
門
は
、
三
の
丸
大
手
門
と

同
様
に
堀
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た
桝
形
の

先
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
位
置

が
、
現
在
の
市
民
会
館
の
事
務
所
付
近

で
、
今
で
も
門
を
支
え
て
い
た
大
き
な
石

垣
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
門
は
、
敵
を
迎
え
撃
つ
こ
と
を
想

定
し
て

L
字
型
に
造
ら
れ
た
大
き
な
櫓
門

で
、
敵
に
矢
を
放
つ
た
め
の
四
つ
の
格
子

窓
が
あ
り
ま
し
た
。
櫓
門
の
南
側
に
は
、

一
重
の
櫓
が
付
属
し
て
お
り
、
こ
の
櫓
に

は
石
落
し
が
備
え
て
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
門
は
大
洲
城
の
他
の
建
物

と
異
な
り
、
下
見
板
を
配
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
城
郭
の
玄
関
を
飾
る
意
味

で
重
要
な
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
櫓

の
部
分
の
柱
な
ど
を
白
木
の
状
態
で
見

せ
、
他
の
建
物
よ
り
も
高
級
感
を
出
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

企 「元禄五年大洲城絵図jの二の丸大手門

内

堀

二
の
丸
大
手
門
へ
渡
る
た
め
の
土
橋
が

か
け
ら
れ
て
い
た
堀
が
大
洲
城
の
内
堀
で

し
た
。
内
堀
は
、
現
在
の
市
民
会
館
駐
車

場
を
東
西
に
、
そ
し
て
現
在
の
内
堀
菖
蒲

園
を
北
端
に
南
北
に
め
ぐ
ら
し
て
あ
り
ま

し
た
。寛
永
四
年
(
一
六
二
七
)
、
幕
府
の
隠
密

が
四
国
の
城
を
偵
察
し
た
記
録
の
「
讃
岐

伊
予
土
佐
阿
波
探
索
書
」
に
よ
れ
ば
「
堀

の
幅
十
間
(
約
十
八

m)
ば
か
り
・
:
。
」
、

「石
垣
の
高
さ
水
よ
り
上
三
間

(五

・四

m
)
ば
か
り
:
・
。
」
と
記
し
て
あ
り
、
そ
の

規
模
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
内
堀
沿
い
に
は
、
堀
か
ら
の
侵

入
を
防
ぐ
た
め
大
小
七
つ
の
櫓
と
二
つ
の

長
屋
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
堅

固
な
城
郭
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

.....二の丸大手門の石垣

14 

企内堀の推定位置企現在の市街地に元禄絵図を重ねた図
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できることからやってみよう!

市内の高校生で組織するマナーア、ソプクラブ (大洲農高3年 松本雄一会長)、や
二輪愛好グル プ大洲ライダーズクラブ (松本武会長)、警察関係者65人が交通安全
を呼びかけながら市内をパレードし、大洲駅周辺では駐輪場の整理を行ったり歩道
上にとめである自転車に警告票を取り付けたりしました。

9/27 来年もがんばりまあ~す!

今年も6月1日;から9月20日まで多くの観光客が楽しんだ観光うかい。
この目、 「鵜の感謝祭」が行われ、大好物の魚を与えるなどして12羽の鵜た
ちの労をねぎらいました。

9/28 ゆとりを持って安全運転

秋の全国交通安全運動期間中のこの目、国道56号沿い (新谷)で交通茶屋が
行われました。 ~通安全母の会 (上甲千里会長)のほか、~通安全協会、警察、
市関係者約30人が参加し、ドライバーにパンフレッ卜などを手渡しながら安全
運転を呼びかけました。

』唱.
15日の敬老の日を前に、桝田市長、近田社会福祉協議会長らが市内の高齢者
を訪ね長寿を祝いました。 11日には、今年100歳になる片上うみのさん (八多
喜写真)市内最高齢の佐子ヨシ工さん (105歳徳森)のほか5人を、 12日
には、とみす寮など3施設の長寿者を訪問し、記念品を手渡しました。

9/14 ふるさとの昧覚を全国へ

宅盈干 ‘録 、 忠弘

大洲自慢¢味「いもたき」の初荷出発式がおおず赤煉耳館で行われました。
料理愛好グループ旬を愛する会 (白石成子代表)の皆さんにより、サトイモ
鶏肉 だしなど4人分の材料が手際よく箱詰めされ、この日は2，000セットが
各地に発送されました。 注文受付は10月末まで園大洲郵便局fi24-3830 
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保健センター823・0310

いきいき-

Life! 
あなたの健康を
サポートします

円
周
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
1
月
6
日

ω
平
成
日
年
6
月
生
※

0
1
月
日
日

ω
平
成
叩
年
目
月
生

o
u月
初
日

ω
平
成
ロ
年
4
月
生

受
付
時
間

日
時
1
日
時
却
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

{
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
1
月
5
日
開
平
成
日
年
1
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

i
m時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

-・=I~ヨ田町主司:fijJb<ti ~1 f:"':司・

11月3日佳)大洲記念病院(徳森)

ft25 -2022 

11月4日(日)祖母井医院(中村)
ft24-3756 

11月11日(日)村上医院(常磐町)
ft24 -2346 

{
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】

0
1
月
お
日
開

相
談
時
間
叩
時
1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

予
約
制

経
口
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種

経
口
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
該
当
者
】

1
回
目
の
該
当
者

A
V
平
成
日
年
1
月
1
日
1
平
成
日
年
6

月
初
日
生
れ
で
、
春
に
ワ
ク
チ
ン
を

服
用
し
て
い
な
い
乳
幼
児

2
回
目
の
該
当
者

.
平
成
ロ
月
7
月
1
日
1
平
成
ロ
年
ロ

月
白
日
生
れ
で
、
春
に
ワ
ク
チ
ン
を

服
用
し
て
い
な
い
乳
幼
児

A

守
今
ま
で
に

2
回
服
用
で
き
な
か
っ
た

生
後
卯
カ
月
ま
で
の
乳
幼
児

【
実
施
日
・
地
区
名
】

日
月
比
日
嗣
連
絡
所
の
あ
る
地
区

日
月
幻
日
同

肱

北
・

喜
多

日
月
羽
目
刷
肱
南
・
久
米

・
平

{
実
施
場
所
】

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

{
受
付
時
間
】

午
後
1
時
1
午
後
l
時
泊
分

きどおか医院(長浜)

包 52-3003 

-・I~:司酢司-=可~..，置f..::W l周・・

曜日によって救急当番病院は

変わり ます。昼間 ・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

11月18日(日)久 保医院(新谷)
ft25-0158 

11月23日(金)城戸眼科医院(末広町)
ft24 -3008 

11月25日(日)三瀬医院(八多喜)
合 26-0003

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火
曜
日

日
時

i
u時

エ
イ
ズ
予
防
週
間
中
の
ロ
月
3
日
1

5
日
は
夜
間
(
げ
時
1
却
時
)
も
電
話

相
談
及
び
検
査
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
難
病
医
療
相
談
]

O
第

3
火
曜
日

目
時
1
日
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

1
日
時

【
H
T
L
V
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
1
金
曜
日

9
時

l
M
時
却
分

一女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日

時
時
1
刀
時

【
思
春
期
健
康
相
談
}

O
第

4
木
曜
日

日

時

i
M時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
泊
分
1
日
時
初
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
月
1
日
同

市
立
大
洲
病
院

喜
多
医
師
会
病
院

叩
時

i
u時

日
時
却
分
1
日
時

市立大洲病院(西大洲)

包 24-2151

日加戸病院(若宮)

包 24-5101

大洲記念病院(徳森)

ft25-2022 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

月 ・火曜日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

サ
フ

ス
ク
ー
プ
撮
!

A
・パ
ニ
ヨ
ツ
タ
著

大
成
功
風
水
術
東
京
風
水
倶
楽
部
編

女
の
能
力
、
男
の
能
力

D
・キ
ム
ラ
著

フ
イ
レ
ン
ツ
ェ

2
泊

3
日
ル
ネ
サ
ン
ス

な

街

歩

き

結

城

昌

子

著

痛
快
1

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
学
吉
村
作
治
著

日
本
を
救
う

9
人
の
政
治
家
と
パ
カ
l

人

浜

匹

幸

一

著

叩
日
で
取
れ
る
と
っ
て
お
き
の
資
格

中
村
一
樹
著

絶
対
に
負
け
な
い
経
営
江
坂
彰
著

パ
ン
屋
の
お
金
と
カ
ジ
ノ
の
お
金
は
ど

う

違

う

?

康

田

裕

之

著

悪
質
商
法
か
ら
身
を
守
る
方
法

{
子
都
宮
健
児
著

人
望
を
集
め
る
人
失
う
入
植
西
聴
著

食
べ
ら
れ
る
シ
マ
ウ
マ
の
正
義
食
べ
る

ラ

イ

オ

ン

の

正

義

竹

田

津

実

著

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ

カ
ズ

山
本
容
史
和
著

楽
し
い
ゲ
l
ム

大

全

集

吉

田

基

著

あ
な
た
し
か
撮
れ
な
い
写
真飯
島
幸
、
氷
著

お

き

ば

り

や

す

山

村

紅

葉

著

失
言
す
る
人
に
は
理
由
が
あ
る
福

島

健

著

中
村
英
利
子
著

瀬
戸
内
寂
聴
著

今
江
祥
智
著

小
林
泰
三
著

内
田
春
菊
著

楼
井
武
晴
著

童
門
冬
二
著

前シ犬 aE挟干場 1秋
田グの;;;のr所石
型ナ方“長な と
季ルがか松
主整で山
てコ 坦ゴ
の 1木
生い
涯

16 

ヤ
プ薮

の

中

で

・

・

・

藤

沢

周

著

Z
E
R
O
(上
・

下

)

麻

生

幾

著

縁

か

い

な

樋

口
修
士
口
著

長

い

腕

川

崎

草

志

著

ル
l
H
ガ
ル
l

京
極
夏
彦
著

人
間
の
剣
(
昭
和
動
乱
編
上
)

森
村
誠
一
著

京
都
天
使
突
抜
通
の
恋
吉
村
達
也
著

ヨ
ン
ナ
カ

愛

の

領

分

藤

田

宜

永

著

人

生

レ

シ

ピ

藤

本

義

一

著

痴
呆
の
母
を
看
取
っ
て
舛
添
要
一
著

肉
体
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
小
池
真
理
子
著

母

と

紡

ぎ

し

日

々

外

山

と

し

著

お
ま
え
は
ケ
ダ
モ
ノ
だ
、
ヴ
ィ
ス
コ
ヴ

イ
ツ
ツ

A
・
ボ
ツ
フ
ア
著

マ
ン
モ
ス

S
・
パ
ク
ス
タ
l
+者

G冒険

約束セピア色のJA'JJレジア

山本福敏著

約
束

il 

肱
川
村
に
育
っ
た
著
者
が
故
郷
の
こ

と
、
両
親
の
こ
と
、
そ
し
て
幼
い
日
々

の
思
い
出
を
描
い
た
自
叙
伝
的
小
説
。

心
が
石
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち

に
、
生
き
る
の
が
辛
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
に
読
ん
で
ほ
し
い
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
物
語
。

十
一
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

読
書
講
座

「
読
書
の
楽
し
み
方
」

講

師

酒

本
惰
二
郎
先
生

日

時

日

月
お
日
同

9
時
却
分
1
1
時
却
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

【
休
館
日
}
毎
週
月
曜
日

・

日
月
3
日
・
お
日
・
初
日
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各
種
検
定
試
験

日
本
語
文
書
処
理
(
ワ
ー
プ
ロ
)

試

験

日

平

成

日

年

ロ

月

1
日
回

受
付
期
間

叩

月
四
日
1
1
月

6
日

珠
算
(
第
1
6
4
回
)

試

験

日

平

成

弘

年

2
月
日
日
制

受
付
期
間
ロ
月
山
日
1
1
月

9
日

キ
ー
タ
ッ
チ
2
0
0
0
(
随
時
受
付
)

試
験
日
平
成
日
年
ロ
月
凶
日
幽

【
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
商
工
会
議
所

合

@
4
1
1
1

特
別
給
付
金

・
特
別
弔
慰
金

の
支
給
に
つ
い
て

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
基
準
日
が
、
平
成

5
年

4
月

1

日
か
ら
平
成
日
年
4
月

l
日
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

[
新
た
に
支
給
対
象
者
と
な
る
方
]

①
平
成

5
年

4
月

2
日
以
後
に
戦
傷
病

者
等
と
婚
姻
し
た
妻
及
び
同
日
以
後

事
後
重
症
に
よ
り
戦
傷
病
者
等
と

な
っ
た
方
の
妻
で
あ
っ
て
、
平
成
日

年

4
月

1
日
に
お
い
て
当
該
戦
傷
病

者
等
が
増
加
思
給
を
受
給
し
て
い
た

方
①

満

州
事
変
聞
の
受
傷
り
病
に
よ
る

土居鉄工所
ft24-4519 
南設備
公 25-4684

側

神

11月3日出

戦
傷
病
者
等
と
平
成

5
年

4
月
2
日

以
後
に
婚
姻
し
た
妻
及
、
ぴ
同
期
間
内

の
受
傷
り
病
に
よ
り
同
日
以
後
戦
傷

病
者
等
と
な
っ
た
方
の
奏
で
あ
っ

て
、
平
成
日
年
4
月

1
日
に
お
い
て

当
該
戦
傷
病
者
等
が
増
加
思
給
を
受

給
し
て
い
た
方

③

第

十
二
回
特
別
給
付
金
国
債
、
第

六
回
特
別
給
付
金
国
債
「
ぬ
」
号
又

は
第
十
五
回
特
別
給
付
金
国
債
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方
で
あ
っ
て
、
平

成

5
年

4
月

1
日
か
ら
平
成

8
年

9

月
初
日
ま
で
の
聞
に
公
務
又
は
勤
務

に
関
連
す
る
傷
病
以
外
の
事
由
に
よ

り
死
亡
し
た
戦
傷
病
者
等
の
妻

第
七
回
特
別
弔
慰
金
支
給

請
求
期
限
は
平
成

M
年

4
月

1
日
で

す。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法
律
の

規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る

権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

[
支
給
対
象
者
]

戦
没
者
死
亡
当
時
の

3
親
等
内
親
族

で
、
主
に
次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
平
成

7
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
日
年

3
月
白
日
ま
で
の
間
に
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
亡

く
な
っ
た
方

(有)南予水道住設
ft25-1350 
保鉄工所
ft26-0537 

(有)星加水道設備
ft26-0020 
佐々木鉄工
まま 26-0875 

森設備
ft25-4023 

帽菊地浄化槽センター
まま 24-0013 

久

伺

徳

11月4日(日)

11月10日出

11月11日(日)

②
平
成

7
年

4
月

2
日
か
ら
平
成
日
年

4
月

l
日
ま
で
の
聞
に
、
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
(
た
だ

し
、
平
成
日
年

4
月

1
日
に
お
い
て

同
一
の
事
由
に
つ
き
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い
る
場

合
を
除
く
)

{
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

合
(旬

2
1
1
1
(内
線
1
7
5
)

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
、

日
月

9
日
か
ら
日
日
ま
で
行
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
住
宅

の
防
火
訪
問
や
防
火
パ
レ
ー
ド
な
ど
各

種
行
事
を
計
画
し

て

い

ま

す

。
ま

た
、
こ
の
運
動
の

初
日
に
あ
た
る
日

月

9
日
は
「

1
1

9
番

の

日

」

で

す
。愛

媛
県
産
品
ま
つ
り

県
産
品
を
紹
介
し
、
そ
の
愛
用
を
促

進
し
て
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
第
お
回
南
予
地
区
愛
媛
県
産
品
ま

丸電工業
ft24-5351 
浦建設 (捕
まま 25-5335 

(有)

松

11月17日出

三原設備
ft24-3783 
宮元建設
ft25-0242 

(有)

(紛

11月18日(日)

つ
り
(
宇
和
島
会
場
)
が

2
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
地
域
の
特
産
品
な
ど
が

展
示

・
即
売
さ
れ
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
日
年
日
月
日
日
出

午
前
叩
時

1
午
後
5
時

平
成
日
年
日
月
日
日
間

午
前
叩
時

1
午
後
4
時

宇
和
島
き
さ
い
や
ロ

l
ド

会
場最
低
賃
金
改
正
の
お
知
5
せ

平
成
日
年
叩
月

1
日
か
ら
愛
媛
県
最

低
賃
金
は
、

1
日

4
、
8
8
5
円

1
時
間

6
1
1
円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

8
0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

合

0
8
9
4
・
2
2
・
1
7
5
0

日
月
は
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間

建
設
業
を
営
む
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

職
場
の
一
雇
用
改
善
は
進
ん
で
い
ま
す

か
?若
年
労
働
者
、
技
能
労
働
者
の
育

成
・
確
保
の
た
め
に
も
今
一
度
、
雇
用

管
理
面
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ

、つ
〆。

甲建設 側
ft24-5914 

谷本建設工業 株)
ft24-5161 

備

3
側
1

n
D

凋句

、Z
7
'

唱

l

z
o業
3

ノ

一

一

4
工
4

サ

2

2

ア
合
上
包

情)いの水道設備
ft24-2216 
藤水道居
合 24-4410

備)

上

村

佐

11月23日(金)

11月24日出

11月25日(日)

雇
用
に
関
す
る
ご
相
談
は

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
洲
(
大
洲
職
業
安
定

所

)

合

@

3
1
9
1

お
詫
び
と
訂
正

広
報
お
お
ず
叩
月
号

8
ペ
ー
ジ

2
段

目
、
老
人
保
健
制
度
の
入
院
一
部
負
担

の
う
ち
、
「
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
老

齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

2

万

4
千

6
百
円
」
は
「
同

1
万
5
千

円」
、
「
V
入
院
中
の
食
事
負
担

1
日

に
つ
き

7
6
0
円
」
は
「
同

7
8

0
円
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

お
お
す
赤
煉
五
館
ご
案
内

V
お
お
ず
浪
漫
祭
企
画
展

日
月

3
日
∞

1
日
月

4
日
制

V
佐
川
レ
オ
展

日
月

6
日
ω
1
1
月
日
日
同

V

「
作
太
郎
」
作
陶
展

日
月
日
日
川
w
l
u
月
回
日
間

V

「
近
藤
園
庚
」
鉄
工
芸
展

日
月
初
日
附

1
1
月
お
日
間

V

「
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
百
年
の
歩
み
」

&
創
作
矢
野
和
紙
人
形
「
ロ
マ
ン
大

洲」

日
月
幻
日

ω
i
u月
9
日
間

展

示

時

間

叩

時

i
げ
時

※
最
終
日
は
凶
時
ま
で

日
月

2
日
は
休
館
し
ま
す
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

え
ひ
め
歴
史
紀
行
ウ
ォ

l
ク

期

日

平

成

日

年
日
月
凶
日
制

受
付

9
時
加
分

i
m時
却
分

内
容

J
R
伊
予
大
洲
駅
集
合
(
大
洲

城
跡
、
臥
龍
山
荘
な
ど
を
巡
る

コ
l

ス
5
・
5
M
・
約
5
時

間
)
、
傷
害
保
険
加
入
料

1
0
0

円
が
必
要

{
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課

合

@

2
1
1
1
(内
線
3
5
3
)

秋は、何かと行事の多い季節です。皆さんもイベントなど外出の機会が多くてお忙しいのでは?
おかげさまで、広報係も市内をあちこち走り回っています。それにしても大洲市は広いよなあ~。医璽君
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内
キ目 談 内 容 日 時 1eI. ど 場 戸R な ど 聞い合わせ先

交通事故相談 11 月 8 日(木)/10時~15時 市役所2階会議室 総務財政課父通安全係
(愛媛県) 11 月 26日(月 )/10時~15時 市役所3階会議室 宮24-2111 内線323

人 4歪 ヰ目 談 11 月 15日(木)/10時~12時 宮田公民館
急ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省) 11 月 20日(火)/1 0時~15時 市役所3階会議室

人権擁護委員1<:よる 毎週月 -水金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 ヰ目 談 所 9 時~ 1 6時(休日を除く) 人権相談室

行 政 キ目 談 11 月 17日(土)/10時~16時 市民会館
急ぐときは 宮24-5072(山本)

(総務省) 合 24-4294(辻)

市民法律相談 11 月 17日(土)/10時~16時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

宮24-2111 内線328

社会保険相談
11 月 5 日(月 )/10日寺~15日羽田]'

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

11 月 20日(火)/10時~15時3殴\ ft089-925-5105 

不動産無料相談 11 月 15日(木)/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 伺上田喜六不動産 ft24-4452 

定期税務相談 11 月 9 日(金)/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 ft24-3115 

無料発明相談 11 月 22日(木)/ 1 3時~16時 大洲商工会議所 相発明協会 ft089-960-1103 

l一般相談 毎週月・水・金曜日 社会福祉協議会相談室i)o2ごと l法律相談 毎週火曜日
(総合福祉センター1階) 社会福祉協議会 ft23-0313 

l介護相談 毎週木曜日
キ目 談 !電話相談 10時~12時、 13時~16時 (直通)公23-5629

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 ft24-2111 内線177

同和問題 1<:関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 まま24-6100
何 で も 相 談 大洲福祉会館 ft25-1947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター 合 24-7830

ふれ愛スクールヰ目談寵舌 毎日の執務時間中 国jj_大別|青年の家 ft24-1414 

宮E
フto:::とー~、

ιー談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

母
電
電
盤
面
骨
繕
見

第
什
回

東?
宇

や
ま
山
(
三
善

三
善
っ
て
ど
こ

ο

一
本
杉
の
あ
る
と
こ
0
・

や
っ
ぱ
り
そ
う
き
た
か
・

で
も
、
再
発
見
に
し
て
は
発
見
さ
れ
す
ぎ
て
る
よ
ね
。

一
本
杉
も
い
い
け
ど
、
山
あ
が
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
っ
-

東
宇
山
か
ら
は
い
ろ
ん
な
景
色
が
寛
え
ま
す
よ
。

春
だ
っ
た
ら
五
郎
の
菜
の
花
畑
が
き
れ
い
だ
し
、
ひ
ま
わ
り
や
コ

ス
モ
ス
も
い
い
で
す
よ
。

な
ん
た
っ
て
あ
ん
ま
り
車
も
通
ら
な
い
か
ら
、
落
ち
着
く
の
が
ま

。

-一、
i

、i
o

ナ
ム
ー
し
'
l
v

そ
う
そ
う
、
長
浜
の
海
が
買
え
る
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
ね
。

本
当
に
気
持
ち
が
い
い
で
す
よ
。

上
須
戒
の
星
空
に
も
負
け
て

な
い
で
し
ょ
う
。

十
年
前
に
知
っ
て
い
た
ら
、

わ
ざ
わ
ざ
瀬
戸
風
峠
ま
で
行

か
な
く
て
済
ん
だ
の
に
ね
。

や
っ
ぱ
り
、
ふ
る
さ
と
の
風

景
は
蛮
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い

で
す
よ
。

い
つ
ま
で
も

。

(一
二
善
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
)

今
回
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
善
公
民
館
の
青
野
さ
ん
で

A眼下に大洲の街が・..。

大洲市内の交通事故

9月末現在 昨年同期

件 数 215 221 

負傷者 265 310 

死者 5 l 

市民の動き

平成13年9月28日現在

39，249人(+14) 出生 32人(ー11)

18，694人(+3) 死亡 29人(+5) 

20，555人(+11) 

14，600世帯(+ 14) 

人口

男

女

世帯数

今月の納税は

国民健康保険税4期

18 

( )内は対前月比納期は11月30日です
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